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尾瀬ヶ原中田代竜宮地区における 
シカの湿原植生摂餌，撹乱場所とその変遷

谷本　丈夫 1）

2021 年 9 月 21 日受付，2022 年 1 月 15 日受理

　尾瀬ヶ原では 1995 年以降，ニホンジカによるミツガシワ群落の摂餌，地下茎掘り上げによる撹乱
が年毎に激しくなっている．本報告では，尾瀬ヶ原中田代竜宮地区の湿原植生へのシカの撹乱の広が
りと移動について時系列的に記録し，シカとの共存における湿原植生保全の問題点を論議した．
　竜宮においては，ミツガシワは湿原に流れ込む河川の氾濫原に生育，群落を形成しており，撹乱初
期には，遮蔽物のある見通しの悪い場所が撹乱地となっていた．近年では木道の周辺や周囲に逃げ場
の無い尾瀬ヶ原の中心部に撹乱場所が移動している．ミツガシワは，シカの嗜好性が高く，湿原構成
植物として貴重種の一つである．これらシカによるミツガシワ等湿原植生の摂餌撹乱形態経過と過去
のシカ生息記録から，尾瀬ヶ原におけるミツガシワ群落の維持と再生過程の検討を行い，撹乱地にお
ける植生復活には，シカの生息との関連で共存における湿原植生再生について長期にわたる広範な情
報蓄積が必要であることを指摘した．

Foraging and disturbance of mire vegetation by shika deer  
and resulting mire evolution at Nakatashiro-Ryugu area of Ozegahara.

Takeo Tanimoto1

In Ozegahara, the mire disturbance caused by feeding and digging of Menyanthes trifoliata by Japanese 
deer （Cervus nippon ） feeding and digging up rhizomes has been increasing year by year since 1995. In this 
report, chronological changes of mire disturbance by deer and resulted mire evolution at Nakatashiro-Rugyu are 
discussed based on  the time series photographic records of the deer disturbance of mire vegetation at this area.

In the early stage of deer the disturbance of M. trifoliata, the disturbed area was confined within local 
locations with limited due to obstructions.  In recent years, disturbed areas have been enlarged to the vicinity of 
wooden roads and to the central part of Ozegahara without hiding place for deer. As food, deer highly prefer M. 
trifoliata, one of the most valuable vegetation at Ozegahara. Considering the patterns of mire disturbance by 
deer as well as their inhabitance behavior at Ozegahara, discussion was made on the necessity of long term 
extensive studies on the recovery of vegetation from the mire disturbance caused by both digging and feeding 
of its rhizome by deer.
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1．はじめに

　 尾 瀬 ヶ 原 に ニ ホ ン ジ カ Cervus nippon Temminck, 
1938（以下シカとする）の生息が確認された 1995 年以
降（内藤・木村，2000），シカによる湿原内のミツガシ
ワ Menyanthes trifoliata L. 群落への掘り起こし（以下
撹乱とする）の影響は年々拡大している．尾瀬湿原を撹
乱するシカは，日光周辺域から尾瀬地域に移動してきた
個体群で，尾瀬ヶ原のミツガシワ地下茎を掘り上げ摂餌
するので，湿原撹乱が顕著である．尾瀬の代表的植生で
あるミツガシワは，シカによる地下茎の撹乱を，主に融
雪期に受ける．しかし，尾瀬の現地調査は盛夏に行われ
ることが多く，ヨシ Phragmites australis （Cav.） Trin. 
ex Steud. と共生しているミツガシワ群落では，撹乱後
に植生摂餌跡に残された地下茎から再生した個体により
群落が修復されているため，シカの摂餌跡が不明瞭にな
り撹乱の影響判定を難しくしている．そこで，シカによ
るミツガシワの摂餌，撹乱時期と状況を明らかにするた
めに，残雪期から融雪期に尾瀬ヶ原に入山し，シカの撹
乱痕跡の調査を行った．
　この調査により，シカによるミツガシワ地下茎の摂餌
が前年に行われた撹乱地は放棄され，新たな場所に撹乱
が発生していることが確認された．また，規模の大きい
ミツガシワ群落では摂餌撹乱が継続拡大する事例や，数
年あるいは一回の摂餌撹乱で終了する場所などが確認さ
れた．さらに，登山者などと遭遇しない遮蔽物のある奥
地のミツガシワ群落は，早い時期から撹乱を受けており，
木道付近のミツガシワは近年になって摂餌撹乱されてい
ることが確認された（谷本，2012）．これらの知見は，
尾瀬ヶ原におけるミツガシワ群落の保護保全，撹乱跡地
のミツガシワ群落を再生させる技術確立の基礎として有
用である．

2．調査地と方法

　調査地は尾瀬ヶ原地区全体で，特にミツガシワ群落分
布地に重点を置いて現地調査を行った．調査方法として
は，空中写真と現地踏査によって，ミツガシワ群落が成
立すると思われる立地環境を選び出し，摂餌，撹乱の有
無を，シカが日光方面から尾瀬ヶ原に移動を始める融雪
期の 5 月中旬から日光方面に戻り始める 10 月末まで確
認した．確認された摂餌撹乱跡は，可能な限り同一地点
から写真（GPS で地理条件を記録）を撮影した．併せ
て撹乱跡地の植被の回復状態を観察した．調査地は多岐
にわたっており，本報告では紙面の都合上，竜宮地区を

代表的な事例として取りまとめた．すなわち，東中田代
の竜宮付近に発達していたミツガシワ群落と西中田代の
下ノ大堀川の河岸段丘，氾濫原及び牛首分岐からやや東
寄りの旧河道を埋めるように生育しているミツガシワ群
落の 3 箇所におけるシカの摂餌撹乱の有無及びその広が
りと移動状況について前に述べた方法により時系列的に
記録した（図 1）． 

3．竜宮地区の事例

3．1　�龍宮小屋前のリュウキンカ，ミツガシワ群落の摂
餌，撹乱

　竜宮地区の地形は，龍宮小屋のある沼尻川の河岸段丘
面から富士見峠，ヨッピ橋方向の木道が十字に交差した
竜宮十字路付近を頂点とした幅 200 m ほどの緩やかな
高台を形成し，この高台から約 1. 5 m の段差を持って
長沢が泥炭湿原部に流入する低地帯となっている（図 1
の A 地点）．この低地帯に生育するリュウキンカ Caltha 
palustris L. var. nipponica，ミツガシワ群落を横断する
ように木道が敷設されているので，開花の季節には写真
撮影場所として親しまれていた（図 2）．しかし，2006
年前後から，この木道沿いにシカの摂餌，撹乱跡が見ら
れるようになり，その後，木道沿いの撹乱は 2018 年ま

図 1：竜宮地区の調査位置図（google earth より）．

図 2：龍宮小屋前の木道に沿ったお花畑．（龍宮旅館提供
1990 年代）
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で年々激しくなった（図 3）．この撹乱経過を時系列的
に整理すると，2006 年には，木道の両側に側溝状の湿
原溝が形成される（図 4）とともに，それまで優占して
いたリュウキンカ，ミツガシワ群落が衰退し，2010 年 9
月にはハクサンスゲ Carex canescens L. 群落に置き換
わった（図 5）．季節的な変化としては，残雪期にはシ
カによりはね上げられた泥炭が木道に散乱している衝撃
的な光景（図 6）として見られるが，6 月に入ると図 4
のように緑が多くなる．一方，木道 A（図 1）の場所か
ら至仏山方向左側の紡錘状地にあったリュウキンカ群落
は 2007 年の開花（図 7）を最後に急速に衰退し，2009
年には殆ど開花株は見られなくなった（図 8）．
　これ以外の年次における木道付近の撹乱については，

紙面の都合で EM1 図 1-12 に示した．2007 年の撹乱は
まだ部分的で，2008 年の 7 月でも部分的な撹乱を覆う
ほどにミツガシワが残っていた．季節が異なるが 2009
年と 2010 年においても 2008 年と似た景観であった．2
名の人物が立っている位置（EM1 図 5）は，本報告の
図 7 のリュウキンカ群落の方向に繋がっている．この位
置に注目すると 2014 年には防鹿柵を設置しなければな
らないほどの撹乱衰退状態となっていた．それ以降，撮

図 3：木道の間にわずかに残るリュウキンカと防鹿柵．（2018
年 6 月 2 日）

図 5：木道沿いのハクサンスゲと左側元からのヨシ群落．
（2010 年 9 月 13 日）

図7：竜宮木道より紡錘状地方向，満開のリュウキンカ．（2007
年 6 月 6 日）

図 4：竜宮付近木道のリュウキンカへの撹乱．（2006 年 6 月
16 日）

図 6：木道にまではね上げられた泥炭．（2010 年 5 月 13 日）

図 8：衰退したリュウキンカ（図 7 と同じ場所）．（2009 年 6
月 17 日）

尾瀬ヶ原中田代竜宮地区におけるシカの湿原植生摂餌，撹乱場所とその変遷 509



影時期は撹乱初期，開花期あるいは晩夏と季節的な変化
はあるが EM1 図 12 のように晩夏にはハクサンスゲと
ヨシに覆われた景観となっている． 

3．2　�富士見峠に至る木道を横断する流れのリュウキン
カ，ヤナギの変遷

　シカの摂餌によるリュウキンカの衰退状況について，
富士見峠に至る木道を横断する小流路に発達していた
リュウキンカ群落を例に示した（図 1 の D 地点，図 9）．
　このリュウキンカの生育地は流路に沿っており，しば
しばヤナギ類 Salix spp. が混生する．リュキンカの生育
地には撹乱の痕跡はなく，地上部を摂餌されることで，
年毎に個体数と大株が減少しており，地上部が衰退する
過程が明瞭に確認できる（図 9 ①～④）．ヤナギ類もシ
カの嗜好性が高く，新芽を中心に，再三にわたり摂餌さ
れるために 5 年後には地上部は完全に枯死してしまった

（図 9 ②）．
　ミツガシワの地下茎は大きく肥大しているために，シ
カにとって重要な餌資源であるが，リュウキンカには肥

大した地下茎はなく，残雪期の撹乱の影響は少ない．リュ
ウキンカの開花には，他の植物と同様に豊凶があり，豊
作年と凶作年では開花状態に著しい差が認められる．し
かし，茎葉の繁茂の状態は豊凶による変化は少ない．ま
た，シカによるリュウキンカの摂餌は，ミツガシワと異
なって地下茎の摂餌による撹乱はなく，地上部のみの摂

図 10：シカによるリュウキンカ地上部の摂餌．（図 1 の D 地
点，2008 年 6 月 19 日）

① ②

③ ④

図９

図 9：図 1 の D 地点におけるリュウキンカ群落の変遷．①；ほぼ健全なリュウキンカの開花状況．（2006 年 6 月 17 日），②；5
年後，ヤナギの衰退，リュウキンカの矮小化が認められる．（2011 年 6 月 14 日），③；9 年後，リュウキンカ生存株が急減し残
りわずか，ヤナギは枯死状態．（2015 年 6 月 17 日），④；11 年後，リュウキンカ生存株はわずか数株，開花も殆ど見られない．（2017
年 6 月 7 日）
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餌によって衰退する（図 10）．シカの摂餌が繰り返し行
われると，植物体は衰退，矮小化して開花は見られなく
なる．さらに摂餌が行われるとやがて枯死，消滅してし
まう（図 9 ④）． 

3．3　�竜宮湧き出し口からセン沢合流付近までのミツガ
シワ群落への撹乱

　竜宮湧き出し口からの流れが，指紋状構造地に並行す
るように大きく湾曲して川幅が広がり，セン沢に合流す
るあたりまでは，半円形の二つの蛇行域中心にミツガシ
ワ群落で覆われていた（図 1 の C 地点）．しかし，2002
年には図 1 の C 地点の右側，最初のふくらみ下部にお
いて小面積の撹乱，摂餌が確認された（図 11）．この場
所は，図 1 の C 地点の位置から明らかなように大きく
湾曲した木道が折れ曲がる場所から龍宮小屋方向に向
かって確認できるが，木道からはヌマガヤ Moliniopsis 
japonica （Hack.） Hayata 草地が繁茂しておりほとんど
見る事ができない位置にあって，早くから小規模の撹乱
を受けていた．
　その後，図 1 の A 地点での撹乱が確認された同じ
2006 年に，最初のふくらみ部分のミツガシワが消滅し
た（EM2 図 1 ～ 12）．さらに二番目のふくらみ及び流
路が湾曲するあたりのミツガシワ群落に対する撹乱も激

しくなり，2013 年以降にはこの流路全域においてミツ
ガシワ群落は衰退，消滅しほぼ水面だけとなった（EM2
図 8 ～ 12）．撹乱の跡地にはミツガシワに変わってサギ
スゲ Eriophorum gracile W.D.J. Koch の群落が形成され
た（図 12）． 

3．4　竜宮周遊木道内における撹乱
　長沢の流れが湿原に吸い込まれるように伏流となり，
再び湧き出る区間を回遊する木道によって区切られた区
域の図 1 の B 地点には，湿地溝や窪地に小規模なリュ
ウキンカ，ミツガシワ群落が 2011 年頃まで正常に生育
していた（図 13）．しかし，木道 A 地点（図 1）の撹乱
から 6 年後の 2012 年を境に急激にシカによる摂餌，撹
乱が起こるようになり，年々拡大した結果ミツガシワ群
落が消滅していた（図 14 ～ 18）．新たな撹乱は 2016 年
を境に減少した（図 19 ～ 21）．この結果，撹乱跡に侵入，
萌芽再生する植物が多くなり植被の回復が見られるよう
になった．すなわち，撹乱がピ−クとなった 2016 年 5
月下旬（図 18）と 9 月の図 19 を比較すると撹乱の中央
部には一年生のシカクイ Eleocharis wichurae Boeck，
オオイヌノハナヒゲ Rhynchospora fauriei Franch. など
を交えて疎らな植被であるが，9 月では木道近くにヤチ
スゲ Carex limosa L.，ヌマガヤ，サギスゲなどの再生
が見られる．この撮影時期が 9 月の 2017 年（図 20）と
2018 年 7 月（図 21）ではさらに裸地部が少なくなって
いる．ことに 2018 年では 7 月と融雪期より 2 ヶ月以上
遅い観察結果であるが，2017 年までに撹乱を受けた場
所の多くに，図 12 と同じようにサギスゲ群落が形成さ
れていた（図 21）． 

図 13：撹乱を受ける以前の竜宮木道三角内．（図 1 の B 地点，
2011 年 8 月 5 日）

図 11：ミツガシワ絨毯へのシカの小規模撹乱跡．（図 1 の C
地点，2002 年 9 月 15 日）

図 12：ミツガシワ群落からサギスゲ群落への変遷．（図 1 の
C 地点，2018 年 7 月 18 日）
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図 19：撹乱地周辺の植被が回復．（図 1 の B 地点，2016 年 9
月 2 日）

図 18：融雪後若葉時期の撹乱．（図 1 の B 地点，2016 年 5
月 28 日）

図 17：融雪まもない時期の撹乱跡．（図 1 の B 地点，2015
年 5 月 26 日）

図 16：さらに広がった撹乱．（図 1 の B 地点，2014 年 6 月
12 日）

図 15：竜宮木道角と中央部の撹乱．（図 1 の B 地点，2013
年 6 月 13 日）

図 14：竜宮木道三角内における最初の撹乱．（図 1 の B 地点，
2012 年 6 月 11 日）

図 21：撹乱は小面積で中央図下部サギスゲ群落とその果穂
が見られる．（図 1 の B 地点，2018 年 7 月 19 日）

図 20：新規の撹乱はなく植被回復が著しくなった．（図 1 の
B 地点，2017 年 9 月 16 日）
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3．5　木道から離れた紡錘状地における撹乱
　紡錘状地は，調査地 D から A に向う流れの末端付近
に広がった微地形（図 1）で，1995 年の撮影では黄色の
リュウキンカが蛇行した帯のように紡錘部の中央に確認
できる（図 22）．22 年後の 2017 年 6 月現在では，リュ
ウキンカの花の帯だった場所は溝に変わり，防鹿柵が確
認できる（図 23）．ここにシカが最初に侵入してきた時
期は不明であるが，2010 年 9 月の現地写真では流れの
リュウキンカは衰退，矮小化しており，その周辺は撹乱
跡に繁茂したハクサンスゲで覆われていた（図 24）．ま

た，その前年の 2009 年 5 月には，紡錘状地に黄緑色の
ハクサンスゲの芽吹きが広がり，その外周にある緑色の
ヤチスゲ群落にシカによる撹乱跡地が広がっていた（図
25）．さらに，撹乱地の移動は大きくなって，竜宮付近
の木道に沿って拡大したシカの摂餌痕跡と並行するよう
に，2012 年以降，年毎に拡大して富士見峠に至る木道
に囲まれた湿原にまで広がった（図 1 の E 地点，EM3
図 1 ～ 22）．これらの図によって，紡錘状地から始まっ
たシカによる撹乱が，撹乱適地がある限り拡大していっ
た様子が確認できる． 

図 23：長沢からの紡錘状地，リュウキンカの帯はなくなり，
手前に撹乱が確認できる．（22 年後の 2017 年 6 月 7 日）

図 22：図 1 長沢からの紡錘状地遠望，流れに沿ったリュウ
キンカの群落．（1995 年 6 月上旬）

図 25：ハクサンスゲの緑で覆われた紡錘状地とその外周に
拡大する撹乱地．（2009 年 5 月 19 日）

図 24：紡錘状地中央の流れ，矮性化した外来種クレソンと
繁茂したハクサンスゲ．（2010 年 9 月 13 日）

3．6　�下ノ大堀川ミズバショウ撮影場所のミツガシワ群
落（図 26 の A地点）の撹乱とミズドクサ群落へ
の摂餌

　竜宮付近に発達していたリュウキンカ，ミツガシワ群
落は，長沢に涵養されたもので，盛夏以降は開花時には
見られないヨシ群落に覆われている（図 5）．また，半
島のように突き出た寺ヶ崎と菖蒲平からの山地に発達す
る森林に接しているため，シカにとって緊急時の避難場
所，休息地として利用でき，摂餌する環境として良好な
場所となっている．これに対し，下ノ大堀川は中田代の

ほぼ中央で尾瀬ヶ原を横断し拠水林が発達していない
（図 26，27）．
　水源の一つである伝之丞沢が東流し，西流する長沢，
セン沢と合流する位置から，尾瀬ヶ原を横断する下ノ大
堀川が木道を越え大きく湾曲した場所には旧河道との間
に鎌状の中洲があって（図 26 の A 地点，27），ミズバショ
ウ Lysichiton camtschatcensis （L.） Schott の群生地とし
て開花時期には多くの観光客が訪れる．このミズバショ
ウの群生地と河岸段丘の間には同じく鎌状の堀がありミ
ツガシワ，ミズドクサ Equisetum fluviatile L. が生育し
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ている（図 28）．しかし，地形的な特色から融雪時には
下ノ大堀川は増水しており，シカは堀を渡り中洲に行く
ことができない．このため，シカはこの場所を忌避して
いると思われていた．この手付かずだった場所に，2013
年以降になってミズバショウの開花時期にミツガシワの
撹乱やミズドクサの地上部の摂餌痕跡が大きく確認でき
るようになってきた（図 28）．すでに述べたようにミズ
バショウの開花時期は融雪末期に近く，まだ増水してい
たために摂餌痕跡が確認できないかった可能性も高い
が，それまで他の季節でも確認出来なかった撹乱痕跡が，
2014 年以降になって容易に見られるようになった．こ
の場所ではミツガシワの撹乱，地上部の摂餌の両方が行
われており，年毎に激しくなってきた（EM4 図 1 − 5）．
また，近接した水際で発達していたミズドクサ群落（図
29）の衰退，矮小化も著しくなった（図 30）． 

図 26：下ノ大堀川の撹乱調査位置図．

図 29：下ノ大堀川と中洲先端部のミズドクサ群落は健全な
状態であった．（図 26 の A 地点，2008 年 8 月 3 日）

図 27：鎌形の中洲にミズバショウ，ミツガシワの群落，浅
い水の堀には若いミズドクサが成育．（図 26 の A 地点，
2012 年 6 月 11 日）

図 30：同じ場所で 10 年経過した水面上の茎は摂餌によって
消滅している．（図 26 の A 地点，2018 年 8 月 3 日）

図 28：中洲のミズバショウ，手前の鎌形の浅い堀における
ミズドクサ，ミツガシワの群落に摂餌と掘り上げ跡．（図 26
の A 地点，2013 年 6 月 13 日）
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3．7　池溏のミツガシワ根茎撹乱
　下ノ大堀川の橋と東電小屋分岐の休憩テラスのほぼ中
間（図 26B）に，ミツガシワが旧河道跡を埋めるように
円形に伸長し，中央部はまだ未閉鎖の状態で（図 31），
湿原形成過程の一つとして興味深く，注目の場所であっ
た．この場所は見通しの良い中田代の中心にあり，周囲
に樹林など退避場所がないこと，登山者も多く，ここま
でシカの摂餌撹乱を受けることはないと思われ，ミツガ
シワによる湿原形成の良い記録が撮れると期待してい
た．2007 年に写真撮影を始めたところ期待に反して翌
年の 2008 年 6 月 12 日に水溜りの上部にシカの蹄跡が残
り，木道側には浮き上がったミツガシワの根茎が散乱し
ていた（図 32）．この痕跡からシカが木道から首を伸ば
して地下茎を摂餌し，上辺では足を踏み入れて危険度を
試したものと思われる．しかし，同年 7 月 6 日の観察で
は，葉が成長しており散乱した根茎は見られなくなり，
上部の岸辺に残されたシカの蹄跡で同一場所と確認でき
る状態で，ほぼ痕跡は無くなっていた（図 33）．この事
例から，ミツガシワの成長に基づく撹乱痕跡の変化を考
慮する必要があり，同じ時期に観察を行うことの重要性

を改めて認識する結果となった．
　一方，2009 年の痕跡は 2008 年とよく似た状態であっ
たが，浮き上がった残根茎は認められなかった（EM5
図 1）．2010 年には，ほぼ全域のミツガシワが摂餌，撹
乱を受けたが，ミツガシワの茎葉が水中の所々に残され
ていた（EM5 図 2）．2011 年と 12 年の摂餌，撹乱は最
も激しく，殆どの茎葉は無くなって，たくさんの根茎が
浮き，岸辺に蹄の跡が残っていた（EM5 図 2 ～ 4）．そ
の後の撹乱は殆ど見られなくなって（EM5 図 5 ～ 9），
2018 年には浮遊物が同心円状に水面に溜まり，ミツガ
シワの回復とカキツバタ Iris laevigata Fisch. の繁茂が
著しくなってきた（EM5 図 10）． 

3．8　シカとの共存における尾瀬の植生保全
　尾瀬ヶ原の中田代は下ノ大堀川を境に東中田代と西中
田代に分けられている．東中田代には竜宮と呼ばれる長
沢の流れが，伏流水となって再び表流水となる特異な景
観とミツガシワ，リュウキンカの広大なお花畑があった．
ミツガシワ，リュウキンカともシカが好んで摂餌するた
め，現在衰退が著しい．また，西中田代には河道跡を埋
めるように生育するミツガシワがあり，湿原形成過程を
知る上で興味深い場所であった．しかし，ここもシカの
摂餌を受けミツガシワがほぼ消滅してしまった．
　尾瀬ヶ原は，これまで観光客のオ−バユ−スによる植
生破壊とその復元が大きな課題とされていたが，本報で
述べたようにシカによる湿原の撹乱は，湿原植物に大き
な影響を与えており，適切な対応策が求められている．
緊急避難的には防鹿柵の設置が進められているが，抜本
的には，シカとの共存における重要植生種の保全と再生
の可能性と，その仕組みを明らかにする必要があろう．
　また，これまで尾瀬ヶ原にはシカが生息していなかっ
たとされているが，明治期の尾瀬地域の植物調査を行っ

図 33：図 32 の撹乱 1 ヶ月後，軽微な撹乱であったために残
された茎葉の成長で撹乱痕跡が消えている．（図 26 の B 地点，
2008 年 7 月 6 日）

図 31：ミツガシワの地下茎が伸展している池溏湿原化事例．
（図 26 の B 地点，2007 年 8 月 7 日）

図 32：木道からと思われる撹乱跡．（図 26 の B 地点，2008
年 6 月 12 日）
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た星（1943）は「鹿も其頃は非常に多く，春になれば栃
木縣から群中一番年老いたるものが先導となって，夜間
に列をなして本縣へ来たもので，其通行の途中も大略通
行する處が一定して居って，鹿待ちといって途中で待伏
して銃殺したものである．中略，初冬になって降雪期と
もなれば，又々群をなして春来た時とは反対に雪の降ら
ない栃木縣の方へ歸て行く．其折に栃木県の冬の住地に
着かない内に大降雪あれば，獵師の爲に大半捕殺された．
夫が為め今日は鹿も稀少になった．」と当時の有り様を
述べている．明治時代の前半には尾瀬にもシカがいたこ
とは明白であり（渡邊，1895：早川，1943），シカが日
光と尾瀬地区とを季節移動していることも，周知のこと
であったようだ．さらに興味深いのはミツガシワの葉を
食べに来たとの記録（川崎，1961）である．八甲田，十
和田地方の放牧地でも，脱柵した牛馬が最寄りの湿原に
おいてミツガシワを採食する（飯泉・日比野，1978）．
中国の民间兽医本草书には，ミツガシワの効能として「健
脾消食，镇静安眠」などがあげられ，その他の本草书に
も効能が記録されている（冯，1988）．このような薬功，
嗜好性を考えるとシカは本能的にミツガシワを摂餌して
いるものと思われる．
　シカにとってミツガシワは特別な摂餌植物と判断さ
れ，積雪のある時期から，どこにあるかわからない地下
茎を掘り上げている．また，成長した地上部も積極的に
摂餌している．最近 25 年余りで尾瀬地区のミツガシワ
群落はシカの積極的な摂餌，撹乱により，往時の面影が
なくなってしまった．今後，その復元と保護対策は重要
な課題である．しかしながら，現代において，これだけ
積極的に摂餌されているミツガシワ群落が，シカの棲息
した明治時代に摂餌，撹乱を受けなかったとは考え難く，
もし摂餌されていたとすれば，平成，令和のミツガシワ
の衰退も，いずれは自然回復する可能性もある．その可
能性の確認のためにも，時系列デ−タ解析は重要であり，
またシカの生態や行動とリンクさせた検討，解析が必要
である．

4．おわりに

　ミツガシワ群落が，これまでに記録された状態で衰退
絶滅するのか，あるいは再生するのかは不明である．ま
た，摂餌できるミツガシワなどがなくなれば，シカも餌
を求めて移動する．シカの摂餌圧がなくなれば，ミツガ
シワなどの残り株にとっては群落再形成の機会となり，
再び尾瀬ヶ原にシカが巡り来る可能性は高い．そのよう
な機会に本報告の記録が比較資料，基礎資料として役立

つことを願って，筆者がこれまでに現地調査において得
てきた事例を，本書にとりまとめた．
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